
【教職課程に関する情報公開】 

 高崎商科大学は教員の養成に係わる質の向上に対するアカウンタビリティを果たすため

に、教職課程に関する情報を公表します。 

 

高等学校教諭一種免許状の課程 

高崎商科大学における教員養成の目標と計画 

 

教員養成の目標 

 高崎商科大学は「自主・自立」を建学の精神として、実学主義を掲げ、人間尊重を基本

とした人材育成を行って来ています。「商学で地域の人々を豊かにする」有用な人材を輩

出することは本学のミッションであり、また地域社会において有用な人材を育成できる

教育職員を養成することも、未来を見据えた地域への貢献であり、本学が与えられた社会

的ミッションである、とわれわれは認識しています。 

本学の教員免許課程においては、高崎商科大学が掲げる「自主・自立」の建学の精神を

具現化すべく「実学重視」「人間尊重」「未来創造」の 3 つの教育理念に基づき、「専門

職としての高度な知識・技能、教育実践力、教育力・マネジメント力、人間力を兼ね備え

た教員の養成」を教員養成の理念に掲げています。ここでいう「専門職としての高度な知

識・技能」とは、幅広い教養や商学・経営学・教科に関する専門的知識、教育学的教養、

授業づくりや教材解釈・教材開発などの教科指導力、生徒指導力、集団指導などの学級

（HR）活動、学校マネジメント、生徒理解に関する専門的知識を指し、「教育力・マネジ

メント力」とは、これらの知識や技能に基づき現場で実践できる力を指します。「教育実

践力」とは、常に生徒に真心をもって教育に尽くす意欲と情熱、同僚や地域の人々とのコ

ミュニケーションを円滑に行える能力、教育者としての高い使命感や倫理観、豊かな人間

性に裏付けられた行動力を指します。「人間力」とは、前述した知識や技能、姿勢や態度

を向上させるため、生涯に亘って学び続ける態度、そのための努力を怠らない意志、自ら

考える自主性を指します。 

この理念の実現に向けて、次の 3 点を教育目標として掲げています。 

①教育に対する深い理解と強い情熱と使命感を持った教員の養成 

②教育の専門家としての確かな力量と優れた教育技術を持った教員の養成 

③総合的な人間力を持った教員の養成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



目標達成のための計画 

 今、学校現場では、豊かな教職教養と専門的な力量を身に付け、生徒に寄り添える教員

が強く求められています。また自らの教員としての実践を省察でき、そこで発見した課題

に向かって常に学びの努力を惜しまない自律的な教員を育成することが要請されていま

す。これらの目標を達成するために、各年次における目標と計画を以下のように設定して

います。 

  

 〈１年次〉 

前期は教育の意義・目的、教育の理念、教育の歴史と思想等の基礎理論を修得します。

また生徒理解のための生徒（障がいのある者を含む）の心身の発達及び学習のプロセス等

に関する心理・発達的基礎理論を修得します。さらに学校ボランティア等の活動を通し

て、学校現場を理解します。 

後期は教職の意義や役割、職務内容、教職への進路選択について理解します。また学校

における教育相談、カウンセリング基礎理論、相談のあり方、教育相談の実際と連携につ

いて理解します。履修カルテによる自己評価を行い、自己の現状把握と改善の方法につい

て理解します。また、道徳教育の理論を理解し、その指導法を修得します。 

 

学科での学びにおいては、基礎教養を中心とした科目を履修し、学校教育を担う上での

一般的教養を身に付け、大学 4 年間の学修計画や進路等のキャリア意識の醸成を行いま

す。経営学、会計学、経済学、情報科学に関する基礎的・基本的な知識と技能を身に付け、

地域との関りについて学び、教養の基礎の確立及び専門科目への導入を行います。 

 

 〈２年次〉 

前期は近年の教育改革の動向、現代の公教育の理念、学校制度の概要、学校経営、学校

安全や危機管理等について理解します。また生徒指導の意義、生徒の心理、学校の生徒指

導体制、学級（HR）集団形成理論、問題行動、進路指導の理論について理解し、指導法と

技術を修得します。また教育方法の原理と授業形態、カリキュラムデザインの基本的原

理、学習指導要領、授業づくり、教材の効果的な活用法、教育評価・学習評価について理

解し、教育課程の意義及び編成の方法、さらには教育の方法・技術を修得します。教科横

断的な学習指導の理論と方法を学ぶ「総合的な探究の時間」の設計と運営についても学修

します。 

後期は特別支援教育では、研究・調査、テーマ設定、問題点整理、資料・情報収集、発

表、自己及び相互評価について理解し、特別に支援を必要とする生徒を指導する方法と技

術を修得します。また授業における ICT 活用について学び、活用スキルを身に付けます。

履修カルテによる自己評価を実施し、自己の現状把握と改善を行い、継続して学ぶ姿勢を

修得します。 

 

学科においては、組織で協働できる能力とマインドを養成し、自身のキャリア形成を考

えることで、教養教育のまとめとします。また、経営学や会計学への導入学修を行い、学

科の専門性に関連する基礎的知識の修得を進めます。一方、多様で変化の激しい社会を理



解するため、AI の基礎や情報科学に関連のある学修を行い、国内外の社会情勢について

も学びます。専門教育では、徐々に専門性の高い学びに移行し、経営、会計、情報、マー

ケティング、組織等についての学修に入っていきます。 

 

〈３年次〉 

前期は基礎的な教育実践力の体得と向上を目指します。前年に学修したカリキュラムデ

ザインの基本的原理や授業づくり、教育方法等を振り返りながら、教科指導を行ううえで

必要とされる基礎的な知識・技能の定着を図ります。さらに学習指導要領における商業科・

情報科の意義、目的を理解し、商業・情報分野の科目知識と指導技術について学びます。 
後期は主に教育実習に向けての授業技術の向上を図ります。模擬授業の実践を通して省

察し、課題を発見し、克服するように指導します。学習指導要領における特別活動の位置

づけとその内容、特別活動の意義と目的、ホームルーム、生徒会活動、学校行事、年間指

導計画等について理解し、特別活動に関する指導法と技術を修得します。また学校ボラン

ティア等を通じて学校現場の理解を深めます。さらに前期に引き続き教科指導の方法につ

いて学び、科目知識と指導技術の向上を図ります。履修カルテによる自己評価による現状

の把握と改善を行います。 
 
学科の学びでは、経営学・会計学・経済学・情報科学の基礎的知識を展開させ、より専

門に特化した学修を行います。またこれらの内容を踏まえ、他の学問分野を含んだ発展的

で実践的な科目を中心に学修を行います。これによりビジネスの側面から社会や組織を理

解します。また、ゼミではそれぞれの専門分野に関連した卒業研究の準備に入ります。 
 

  〈４年次〉 

 前期は教育実習を行います。高等学校の現場にて 2 週間以上の実習を行い、教育実習生

としての遵守義務を理解し、観察及び参加実習の意義を把握し、学習指導案の作成能力及

び教師として必要な実践的指導のスキルを修得します。また、学校教育を取り巻く環境や

諸課題に触れ、問題解決へ取り組む理論と方法を意欲的に学ぶ態度を養成します。 
後期は、今まで行ってきた学び全体を通し「学びの軌跡の集大成」として、教材研究、

学習指導案や学級経営案の作成、学校フィールドワーク、ロールプレイング、マイクロテ

ィーチング、模擬授業等を行います。これらの活動を通じて生徒理解、教科等の指導力、

対人関係能力について理解を深め、教育に対する使命感や責任感を醸成し、適切に行動で

きる基礎的資質と能力を修得します。 
 
学科の学びにおいては、自身が専攻している分野と異なる分野を含んだ発展的な知識を

踏まえ、事例研究やプロジェクト型の学修等の実践的な学びを行い、経営、会計、経済、

情報等に関する理論の深化を図ります。また、4 年間の総括として卒業研究に取り組み、自

身が学んできたことを整理し、理解を深めます。 


